
 
１．件 名 新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（東海第二（１９２） 

２．日 時：平成２９年６月２６日 １０時００分～１２時００分 

３．場 所：原子力規制庁 １８階Ａ会議室 

４．出席者 

原子力規制庁： 

（新基準適合性審査チーム） 

山口安全管理調査官、大浅田安全規制調整官、名倉安全規制調査官、津金管理官補佐、江

嵜安全審査官、田口安全審査官、永井安全審査官、日南川安全審査官、三井安全審査官、

吉村安全審査官、竹内（洋）技術参与、山浦技術参与 

 

事業者： 

日本原子力発電株式会社：北川執行役員（開発計画室）  

福山執行役員（発電管理室室長） 他１２名 

東北電力株式会社：火力原子力本部 原子力部 課長 

中部電力株式会社：原子力本部 原子力土建部 設計管理グループ 主任 

北陸電力株式会社：土木部 耐震土木技術チーム担当 

   電源開発株式会社：原子力土木室 土木耐震タスク担当 

 

５．要旨 

（１） 日本原子力発電株式会社から、東海第二発電所の設置許可基準規則等への適合性のうち

「第５条／第４０条 津波による損傷の防止」等について、提出資料に基づき説明があっ

た。原子力規制庁から主に以下の点について指摘を行った。 

 

○ 防潮壁の構造成立性を説明するにあたって、各設計要素を分割した上で、各部位を保守的

な条件で評価し、その概算結果も示した上で、全体が成立することを整理して説明した資

料を提出すること。 

○ 上記の説明においては、算定条件や算定式の適用性についても整理して説明した資料を提

出すること。その際に、前例があれば併せて説明すること。 

○ 防潮壁の設計に関し、異種構造を一体化した構造の成立性を確認するため、各構造部材の

相互の荷重伝達等の影響を考慮した検討について説明した資料を提出すること。 

○ 鋼製防護部材の設計方針について、説明した資料を提出すること。 

○ 防潮壁の構造強度設計に用いる許容限界で「せん断強度以下」は短期であることを明記す

ること。 

○ 防潮壁における、防潮扉、放水口等の開口部や他の構造物との取り合いを説明した資料を

提出すること。 

○ 鉄筋コンクリート梁壁と鋼管杭鉄筋コンクリート構造について、配筋の考え方を説明した

資料を提出すること。 

○ 本設杭構造における施工実績について、出典や調査時点を明記すること。 

○ 杭と地盤の動的相互作用について考慮した説明資料を提出すること。 

 

（２）日本原子力発電から、本日の指摘について了解した旨の回答があった。 



 
 

６．その他 

提出資料： 

・東海第二発電所 津波による損傷の防止（鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁の設計方針につい

て） 

・東海第二発電所 鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁の設計方針について(補足説明資料) 

 


